
　
学
級
懇
談
会
の
後
、
体
育

館
に
移
動
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
出
口
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
挨
拶
の
あ
と
、
花

谷
様
の
司
会
で
議
題
の
審
議

に
入
り
ま
し
た
。

①
規
約
改
正
…
副
会
長
２
名

を
１
名
に
す
る
提
案
が
承
認

さ
れ
、
令
和
５
年
度
か
ら
施

行
さ
れ
ま
す
。

②
令
和
３
年
度
事
業
報
告

③
令
和
３
年
度
決
算
報
告
・

　
監
査
報
告

④
令
和
４
年
度
新
役
員
選
出

　
事
務
局
よ
り
、
会
長
・
副

会
長
候
補
者
が
発
表
さ
れ
、

承
認
を
受
け
て
次
の
方
々
に

決
定
し
ま
し
た
。

会
　
長
　
野
澤
　
努
　
様

副
会
長
　
越
首
聖
児
郎
　
様

副
会
長
　
田
端
澄
子
　
様

専
門
部
長
は
…

生
活
保
体
　
川
脇
孝
礼
　
様

研
修
広
報
　
松
本
美
佐
代
様

　
続
い
て
、
各
学
年
会
長
の

選
出
も
行
い
ま
し
た
。

⑤
令
和
４
年
度
事
業
計
画

⑥
令
和
４
年
度
予
算
計
画

　
事
務
局
か
ら
の
提
案
の
通

り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
須
駐
在
所
の
松
本
所
長

か
ら
、
声
か
け
事
案
な
ど
の

対
応
に
つ
い
て
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
私
か
ら
は
、
小
学
５
・
６

年
生
男
子
が
そ
れ
ぞ
れ
１
名

の
在
籍
で
、
数
年
後
に
は
、

男
子
生
徒
数
が
急
激
に
減
少

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
今
年
度
、
男
子
部

活
動
の
あ
り
方
を
検
討
し
て

い
く
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
。
昨
年
度
末
の
役
員
会

な
ら
び
に
、
年
度
始
め
の
新

旧
役
員
会
で
も
了
承
を
い
た

だ
い
て
い
た
件
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
生
徒
た
ち

の
た
め
に
、
考
え
て
あ
げ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
裏
面

に
詳
細
を
載
せ
て
い
る
の

で
、
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　
新
年
度
が
始
ま
っ
て
、
約
３
週
間
が
経

ち
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
学
校
生
活
の

リ
ズ
ム
も
、
落
ち
着
い
て
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
は
、
市
内
で
も

連
日
、
陽
性
の
確
認
が
続
い
て
い
ま
す
。

学
校
に
お
い
て
も
、
す
ぐ
脚
下
ま
で
迫
っ

て
き
た
感
が
あ
り
、
緊
張
感
を
持
っ
て
感

染
予
防
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
４
月
22
日
（
金
）

は
、
校
舎
内
で
の
密
を
避
け
る
た
め
に
授

業
参
観
を
取
り
や
め
ま
し
た
。
ま
た
、
学

級
懇
談
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
・
部
活
動
振
興

会
総
会
は
、
十
分
な
座
席
の
間
隔
を
確
保

し
、
換
気
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
感
染
予
防

対
策
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
開
催

し
ま
し
た
。

座席の間隔を確保し、感染対策を行って開催したＰＴＡ総会

　
４
月
27
日
（
水
）
の
市
中
体
連
の
会
議

で
、
標
記
の
期
日
で
２
つ
の
大
会
を
開
催

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
が
変
化
し
、
安

全
を
優
先
す
る
必
要
が
あ
れ
ば
、
期
日
が

変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
各
校
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
等

の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
学
校
・
部
活
・
個

人
単
位
で
大
会
を
辞
退
す
る
判
断
も
あ
り

得
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
「
コ
ロ
ナ
に
関

連
す
る
理
由
で
あ
っ
て
も
、
他
に
出
場
す

る
チ
ー
ム
や
選
手
が
い
れ
ば
大
会

は
成
立
す
る
。
（
救
済
措
置
は
な

い
）
」
と
い
う
確
認
も
あ
り
ま
し

た
。
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、

感
染
予
防
の
意
識
を
高
く
持
っ
て
、
対
策

を
続
け
て
い
く
こ
と
で
す
。
玉
之
浦
小
中

学
校
と
し
て
全
員
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　
一
方
で
、
予
防
対
策
を
徹
底
し
て
も
感

染
リ
ス
ク
は
０
に
は
な
ら
な
い
し
、
誰
も

が
感
染
す
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

本
校
で
は
『
コ
ロ
ナ
を
憎
ん
で
も
、
人
を

憎
ま
な
い
』
を
合
い
言
葉
に
し
て
き
ま
し

た
。
感
染
予
防
の
努
力
を
し
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
の
学
び
や
活
動
、
そ
し
て
「
心
」

も
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
中
学
校
の
部
活
動
振
興
会

総
会
は
、
昨
年
度
の
事
業
報

告
・
会
計
報
告
が
提
案
の
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

会
長
・
副
会
長
は
規
約
に
従

っ
て
…

会
　
長
　
野
澤
　
努
　
様

副
会
長
　
越
首
聖
児
郎
　
様

が
就
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
度
の
事
業
予
定
・
予
算

計
画
に
つ
い
て
も
、
提
案
の

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
１

年
間
、
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
年
度
の
始
め
に
あ
た
り
、

保
護
者
の
皆
様
に
お
願
い
し

た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
…

　
各
種
大
会
（
試
合
）
は
、

練
習
の
成
果
を
試
す
大
事
な

機
会
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

部
活
動
の
大
半
は
、
学
校
で

の
日
々
の
練
習
に
あ
り
ま

す
。
ふ
だ
ん
の
練
習
や
生
徒

た
ち
の
様
子
を
参
観
し
、
応

援
し
て
い
た
だ
く
と
、
大
会

で
の
応
援
の
面
白
み
も
増
す

は
ず
で
す
。
時
間
が
許
す
範

囲
で
結
構
で
す
の
で
、
い
つ

で
も
ご
来
校
く
だ
さ
い
。

中３学級ＰＴＡ

専門委員長の選出（ＰＴＡ総会）



　
１
学
期
末
に
は
、
五
島
市

内
の
小
・
中
学
校
の
タ
ブ
レ

ッ
ト
Ｐ
Ｃ
に
学
習
ソ
フ
ト

（
ネ
ッ
ト
環
境
が
な
く
て
も

利
用
可
能
な
ド
リ
ル
等
）
が

導
入
さ
れ
る
計
画
が
あ
り
、

家
庭
へ
の
持
ち
帰
り
が
当
た

り
前
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

学
習
ソ
フ
ト
に
は
、
そ
の
子

の
習
熟
状
況
に
合
わ
せ
て
、

適
し
た
問
題
を
提
供
す
る
機

能
が
あ
り
、
自
分
で
学
習
を

進
め
る
環
境
が
で
き
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
持
ち
帰
り
に
備
え
て
、
本

校
独
自
に

写
真
の
よ

う
な
ソ
フ

ト
ケ
ー
ス

を
購
入
し

ま
し
た
。

ま
た
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
上
の

細
か
い
操
作
が
し
や
す
い
よ

う
に
タ
ッ
チ
ペ
ン
も
購
入
し

ま
し
た
。
今
の
と
こ
ろ
は
、

授
業
を
中
心
に
Ｐ
Ｃ
の
活
用

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
一
人

一
台
の
Ｐ
Ｃ
を
『
大
切
に
扱

い
な
が
ら
、
道
具
と
し
て
使

い
倒
す
』
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
活
用
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　
３
月
10
日
（
木
）
、
令
和

３
年
度
の
最
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
理

事
会
で
、
今
後
の
生
徒
数
の
推
移
予
想
を
示
し
、
『
男
子
部
活
動
の
在
り
方
を
検
討
す

る
節
目
で
は
な
い
か
』
と
提
議
し
ま
し
た
。
様
々
な
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、
理
事
会
の

了
承
を
得
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
学
校
だ
よ
り
第
23
号
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
４
月
８
日
（
金
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
理
事
会
（
新
旧
役
員
会
）
の
場
で
も
、

同
じ
内
容
を
提
議
し
、
了
承
を
得
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
４
月
22
日
（
金
）
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
総
会
で
、
今
年
度
、
検
討
を
進
め
て
行
く
こ
と
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
。

《
今
後
予
想
さ
れ
る
状
況
》

●
現
小
５
・
６
年
男
子
は
１
名
ず
つ
で
、

Ｒ
６
市
中
総
体
後
か
ら
年
度
末
ま
で
２
名

だ
け
に
な
り
、
日
々
の
練
習
が
難
し
い
。

新
人
大
会
の
団
体
戦
は
出
場
で
き
な
い
。

Ｒ
７
市
中
総
体
で
も
団
体
戦
は
難
し
い
か

も
し
れ
な
い
。
（
表
の
青
色
部
分
）

●
Ｒ
７
新
人
大
会
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
、

男
子
生
徒
数
は
持
ち
直
す
が
、
Ｒ
12
市
中

総
体
以
降
２
名
、
Ｒ
13
市
総
体
以
降
は
活

動
休
止
、
Ｒ
14
に
は
１
年
生
１
名
に
な
る

予
想
で
あ
る
。
数
年
後
に
は
再
び
見
直
し
が
必
要
に
な
る
。
（
表
の
緑
色
部
分
）

　
そ
こ
で
、
「
子
ど
も
た
ち
の
意
見
（
ニ
ー
ズ
＝
や
り
た
い
競
技
）
」
「
保
護
者
の
意

見
」
「
少
人
数
（
最
少
１
名
）
で
も
、
日
々
の
練
習
が
確
保
で
き
、
大
会
へ
の
エ
ン
ト

リ
ー
が
可
能
な
競
技
」
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
約
し
た
あ
と
、
臨
時
Ｐ
Ｔ
Ａ
理
事
会

を
経
て
臨
時
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
を
開
催
し
、
保
護
者
の
皆
様
と
協
議
を
行
い
、
最
終
的
に
は

校
長
と
し
て
結
論
を
出
し
ま
す
。

《
結
論
の
選
択
肢
》

●
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
を
継
続
す
る
。

●
ニ
ー
ズ
や
条
件
に
合
う
他
の
競
技
種
目
に
変
更
し
、
Ｒ
５
新
入
生
（
現
小
学
６
年
生
）

は
変
更
し
た
部
に
入
部
す
る
。

　
生
徒
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
生
徒
た
ち
の
た
め
の
環
境
づ
く
り

と
し
て
、
検
討
を
進
め
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中学３年生 　
４
月
19
日
（
火
）
、
全
国

学
力
学
習
状
況
調
査
と
、
長

崎
県
学
力
調
査
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
全
学
は
、
小
学
６

年
生
の
国
語
・
算
数
・
理
科
、

中
学
３
年
生
の
国
語

・
数
学
・
理
科
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
県
学
は
、
小
学
５
年
生
の

国
語
・
算
数
、
中
学
２
年
生

の
国
語
・
数
学
と
中
学
３
年

生
の
英
語
で
し
た
。
ま
た
20

日
（
水
）
に
は
、
県
学
の
中

学
３
年
生
の
英
語
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
求
め
ら
れ
て
い

る
学
力
観
に
合
わ
せ
た
出
題

傾
向
な
の
で
、
子
ど
も
た
ち

の
学
力
を
測
る
指
標
に
な
り

ま
す
。
正
式
な
結
果
が
公
表

さ
れ
る
ま
で
に
は
時
間
が
か

か
る
の
で
、
自
校
で
採
点
を

行
い
課
題
を
洗
い
出
し
ま

す
。
ま
た
本
校
で
は
、
Ｃ
Ｒ

Ｔ
学
力
検
査
も
受
検
し
ま
し

た
。
３
学
期
に
も
検
査
を
受

け
て
、
学
力
の
伸
び
具
合
を

測
り
、
授
業
や
そ
の
他
の
学

力
向
上
対
策
が
有
効
で
あ
っ

た
か
を
検
証
し
ま
す
。

　
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
を
伸
ば
す
こ
と
を
、
職
員

の
共
通
の
研
修
テ
ー
マ
と
し

て
、
小
・
中
学
校
で
一
緒
に

授
業
改
善
や
学
習
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

小学５・６年生

　
明
日
か
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
に
入
り
ま
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
通
り

励
行
す
る
よ
う
に
ご
指
導
く

だ
さ
い
。

●
交
通
事
故
や
声
か
け
事
案

に
も
、
注
意
が
必
要
で
す
。

●
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
を
過
剰

に
利
用
し
な
い
よ
う
に
見
守

り
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
就
寝
・
起
床
時
刻
は
、
生

活
リ
ズ
ム
の
基
本
中
の
基
本

で
す
。
こ
れ
が
乱
れ
る
と
、

元
に
戻
す
の
が
大
変
で
す
。

ＰＣケースとタッチペン


